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研究成果の概要（和文）：地方財政およびそれを支える補助金の肥大化・非効率化を招いた根本

的なメカニズムを理解するため、「ソフトな予算制約」という概念を用いて、理論的・実証的に

そのメカニズムや実態を把握した。具体的には、これまで明らかにされてこなかったメカニズ

ムを解きほぐした理論的研究を海外の雑誌に、また、応用として、日本のデータを用いた実証

分析を、国内外の雑誌に発表した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research clarifies various mechanisms behind soft budget 
constraint problem in the context of local public finance. The outcomes from this research 
have been published in various domestic and international journals, including the top 
journal in the field of urban economics.    
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１． 研究開始当初の背景 
 
近年、地方財政およびそれを支える補助金

の肥大化・非効率化を招いた根本的なメカニ
ズムを経済学的に理解するためのひとつの
概念としての「ソフトな予算制約」に関する
研究が海外で盛んになりつつある。「ソフト
な予算制約」とは、一言で言えば、事後的な
予算制約が裁量性に任され、補助金が事後的
に変更される可能性があるということであ
る。そのような状況下では、事前段階での努
力インセンティブが阻害される可能性があ
り、そこで生じる効率性の問題は、「ソフト

な予算制約」問題と呼ばれている。しかしな
がら、この問題の事例は数多く議論されてい
るものの、理論的・実証的な検討は十分にな
されているとは言えない。 
現在、「ソフトな予算制約」問題は、大き

な問題としてさまざまな分野での研究に影
響を与えているが、この議論は、契約理論の
分野で展開されてきた「コミットメントの欠
如」(Lack of Commitment)の問題との融合に
よって、より厳密的な理論分析へと進展する
ことになった。 
我が国の地方財政制度を見れば、現在、危

機的状態にある。地方政府部門の債務残高
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（普通会計分）は 2007 年度末で 199 兆円に
も達する見込みである。夕張市の破綻からも
分かるように、このように地方財政が悪化し
た背景には、国から地方に流れる補助金に潜
む「ソフトな予算制約」問題があると考えら
れる。政府もこの問題を重要課題として捉え、
地方財政の抜本改革に向けた取り組み（通
称：「三位一体改革」や「地方分権改革推進
法」、「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」など）を行っている。このような状況
を踏まえると、日本の的確な財政制度の設計
が必要である。この視点から、これまでに、
研究代表者自身で、展望論文としての赤井伸
郎(2006)や、理論研究としての Akai and 
Silva(2007)、実証･制度研究としての赤井伸
郎・山下耕治・佐藤主光(2003)〔2004 年度｢日
経・経済図書文化書｣受賞〕を行ってきた。
これまでの経験を踏まえ、海外で研究されて
いる「ソフトな予算制約」問題を理論的にさ
らに整理・発展させ、日本の制度設計に活か
す必要があると考えるようになった。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究では、近年、注目を浴びている「ソ

フトな予算制約」問題に着目し、これまでな
されてきた研究を整理し、新たな視点から理
論的に貢献するとともに、実証分析を通じて、
日本の地方財政制度の設計のあり方に向け
た政策提言を行うことを目的とする。 
「ソフトな予算制約」に関しては、近年、い
くつかの研究がなされているが、研究の方法
などに統一性は見られず、それぞれの研究の
貢献が、どのような位置づけでなされている
のか、それぞれのモデルの違いが根本的にど
のような理論的構造に依存しているのかは
明らかとはなっていない。本研究の理論研究
部分では、これらの課題を明らかにすること
で、ソフトな予算制約問題の分野での世界的
貢献を生み出す予定である。 
さらに、この理論的研究は、日本で生じるさ
まざまなソフトな予算制約問題に関して、解
決への糸口を見つけ出すことを可能とする。
地方の財政組織間にはさまざまな補助制度
があり、それらは必要であるものの、制度の
不備が問題を引き起こしている。具体的には、
地方政府、地方政府に付随する組織として公
営企業、さらに、外郭団体としての地方公
社・第三セクターに関して、補助制度・債務
調整に関わるインセンティブ問題などが実
質的にこの問題と関わる。                       
 本研究の実証研究部分では、これらの分野
における事例と、実証研究部分で得られたモ
デルを融合し、それぞれの組織のインセンテ
ィブを保ちながら適切な補助を行う制度を
導出し、今後の制度設計の提言を行う。 
 

３．研究の方法 
 
本研究は、大きく、二つのアプローチをと

った。第一は、世界で行われているソフトな
予算制約問題の課題を整理し、新たな視点か
ら世界的貢献を目指す理論的検討であり、第
二は、日本の地方財政制度設計に関わる実証
的検討である。 
 

(1)「ソフトな予算制約」国際ワークショッ
プの開催。 
第一線で活躍する研究者を集めたシンポ

ジウムを開催し、「ソフトな予算制約」につ
いての学術的議論を集中的に行い、日本の研
究者・政策担当者にその論点を整理してもら
う機会を与える。 
 
(2) 理論分析：課題の抽出および最先端の
理論を越える理論モデルの構築による世界
的貢献 
これまでの先行研究における課題を抽出

し、その中で検討されていない課題、更なる
検討を必要とする課題に関して、新たな理論
モデルを構築し、世界的な貢献を行う。その
後、学会などの機会を活かして、随時、専門
家と意見交換を行う。 
 
(3)実証研究：日本の制度の実態・課題把握
と日本の地方財政制度の潜むソフトな予算
制約問題の検証 
日本の地方財政におけるソフトな予算制

約の事例、先行研究を調査するとともに、制
度における課題を吟味し、ソフトな予算制約
問題の検証および解決策を探る。 
 
４．研究成果 
 
以下のワークショップおよび研究を行った。 
 
(1)「ソフトな予算制約」国際ワークショッ
ププログラム 
 
日時  ：2008 年 6 月 25 日（水）13:00 分
～17 時 30 分 
 
場所  大阪大学大学院国際公共政策研究
科 ６F 会議室 
  
開催の目的 
夕張市の破綻を機に、国が地方をいかにガバ
ナンスするのかが問われている。財政危機に
陥った自治体を救うべきか、債務調整を行う
べきであるのかが、議論の重要なポイントで
ある。これは、国が事前の契約にコミットメ
ントできるのかどうか、できない場合に生じ
る問題は何かなどに関する問題であるが、経
済学の分野では、「ソフトな予算制約」問題



 

 

と呼ばれている。近年、この分野での研究が
学術的に議論され始めてきた。このような状
況下において、「ソフトな予算制約」につい
ての学術的議論を集中的に行うことは、日本
の研究者・政策担当者にその論点を整理して
もらう機会を与えるという点で価値がある
と思われる。そこで、第一線で活躍する研究
者を集めたシンポジウムを開催する。 
 
13:00-14:00 REGISTRATION 
  
14:00-15:10  
Title: "Overlapping soft budget 
constraints" [PDF] 
(Joint with Marianne Vigneaultz) 
Speaker: Marie-Laure Breuille 
 Researcher, INRA 
  
15:10-16:20  
Title: "Soft Budget Constraint and 
Equalization" [PDF] 
Speaker: Switzerland Emmanuelle 
Taugourdeau 
CNRS, CES, University of Paris 1, France 
  
16:30-17:40  
Title: "The Timing of Elections: A 
Disciplining Device against Soft Budget 
Constraints in Federations?" [PDF] 
(Joint with Emmanuelle Taugourdeau) 
Speaker: Karolina Kaiser, 
 Munich Graduate School of 
Economics 
  
 
(2) 理論分析：課題の抽出および最先端の
理論を越える理論モデルの構築による世界
的貢献 

 
これまでの先行研究における課題を抽出

し、その中で検討されていない課題、更なる
検討を必要とする課題に関して、新たな理論
モデルを構築し、いくつかの論文を執筆した。
その後、学会などの機会を活かして、随時、
専門家と意見交換を行い、2011 年 3 月現在、
それらの論文は、海外雑誌にすでに掲載され
たり、掲載が決定したりしている。（〔雑誌論
文〕の欄を参照。） 
 
(3)実証研究：日本の制度の実態・課題把握
と日本の地方財政制度の潜むソフトな予算
制約問題の検証 
 
日本の地方財政におけるソフトな予算制

約の事例、先行研究を調査するとともに、制
度における課題を吟味し、ソフトな予算制約
問題の検証および解決策を探る、いくつかの

論文を執筆した。それらの論文は、①地方分
権に潜む問題、②国と地方間の税制に潜む問
題の検証、③国立大学の予算に潜む問題の検
証、4会計制度に潜む問題の検証、などであ
り、国内外の雑誌に掲載された。（〔雑誌論文〕
の欄を参照。） 
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